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比治山大学 

教 育 研 究 業 績 書 （記入例） 

  ○○○○ 年 〇 月 〇 日 

                                氏名： 比治山 太郎  ㊞ 

 

※必要な事項が記載されていれば，任意の様式でも可です。 

※該当する事項がない場合は，「該当なし」と記入してください。 

 

Ⅰ 専門分野・研究者情報 

 専門分野（３つ以内）：〇〇学，△△研究 

 キーワード（５つ以内）：〇〇○○，△△△△，□□□□ 

 

※Researcher ID，ORCID，研究者番号をお持ちの方は記入してください。 

Researcher ID：該当なし    ORCID：該当なし    研究者番号：xxxxxxxx 

 

Ⅱ 教育業績 

【指導歴・担当経験のある科目】 

※卒業論文，修士論文，博士論文の指導学生数を，主指導・副指導別に記入してください。 

※これまで担当した主な科目を記入してください。 

 

卒業論文主指導 〇名（〇〇大学，○○○○年度～○○○○年度） 

修士論文副指導 〇名（○○大学，○○○○年度） 

「科目名」「科目名」「科目名」（○○大学，○○○○年度～○○○○年度） 

 

【教育改善の取組み】 

※これまでに実践した教育改善の取組みについて，番号を付して新しいものから順に記載してください。 

 

（教育内容・方法の工夫） 

※ICT を活用した授業方法，授業時間外での学習効果促進のための取組み等，受講生の理解促進のために実践した工夫 

 

１. ○○〇〇〇〇を活用した授業実践  ○○大学  ○○○○年〇月～○○○○年〇月（期間） 

  〇〇〇〇〇〇・・・（取組みの概要を簡潔に） 

２. 講義内容の Web での公開  （実施機関）  （期間）  〇〇〇〇〇〇・・・（概要） 

 

（作成した教科書・教材） 

※授業や研究指導で使用するために作成した教科書，教材等。「Ⅲ 研究業績」との重複も可。 

 

 （教材名）  （使用機関）  （期間）  （内容を簡潔に） 

1. ○○学実習マニュアル ○○大学 ○○〇〇年〇月～○○○○年〇月 〇〇〇〇〇〇・・・ 
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（大学等による教育評価） 

※大学等における自己点検・評価での評価結果，学生による授業評価の結果等 

 

１. ○○教育賞受賞  ○○大学  〇○○○年〇月  〇〇〇〇〇〇・・・（内容を簡潔に） 

 

（実務経験を活かした教育実績） 

※中学校・高等学校等での出前講座，大学等から受け入れた学生に対する指導等 

 

１. ○○大学からのインターンの受け入れ （実施機関） （期間）  〇〇〇〇〇〇・・・（内容を簡潔に） 

 

（その他） 

※上記以外の教育業績について，幅広く記載してください。 

 

 

Ⅲ 研究業績（芸術・創作分野における作品等，実務上の実績を含む） 

※著書，学術論文，報告書・教科書・その他，学会発表，発表作品・演奏等，実務上の実績に区分した上で，番号を付し

て過去 10 年分を新しい順に記載してください。10 年以前のものについては，「他〇編」と記入してください。 

※共著・共同発表の場合は，本人を含め全員の氏名を論文等に記載された順に記入し，本人の氏名にアンダーラインを付

けてください。ただし，著者等が 4 名以上の場合，第 4 著者以降を省略し「他〇名」と記載しても可。 

 

【著書】 

※著者名，発表年，タイトル，最初と最後の頁と総頁数，出版社を明記してください。 

※出版済みのものに限ります。 

 

１．比治山太郎・広島花子 2020 △△△に関する研究 pp. 1-120 （全 120 頁） ○○書房 

２．比治山太郎 2018 第１章 ○○○に関する現状と課題 △△△△（編）□□□□□ pp. 30-45（全 253 頁） ○

○出版 

 

【学術論文（プロシーディングス論文を含む）】 

※著者名，発表年，論文タイトル，学会誌・雑誌名等，巻号，最初と最後の頁を明記してください。 

※掲載が決定している論文については，発表年を「掲載決定済」としてください。 

 

（査読付き） 

１．Amazu, K., & Hijiyama, T. 2023 Research on xxxxxxxx. Journal of Xxxxx, 24, 154-162. 

２．比治山太郎・広島花子・天水和志 他 1 名 2020 ○○と△△の比較研究 ○○学研究，35 (2), 23-64. 

 

（査読無し） 

１．比治山太郎 2021 ○○〇に関する試論 ○○大学紀要，55, １-10. 

 

【報告書・教科書・その他】 

※科学研究費補助金や各種補助金で行った研究やプロジェクトの報告書，作成した教科書等について，著書，学術論文に

準じて記載してください。 
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１．比治山太郎・○○○○・○○○○ 他 3 名 2024 科学研究費補助金（若手 B）報告書 「○○〇に関する研

究」 全 80 頁 

 

【学会発表】 

※主な学会発表について，発表者名，タイトル，学会大会名，開催場所，発表年月，掲載誌名等を明記してください。 

※発表済みのものに限ります。 

 

（基調講演・招待講演） 

１．比治山太郎 ○○〇学の現状と今後の展望（基調講演） 第〇回○○学会大会 △△大学：○○市 ○○〇

〇年〇月 第〇回○○学会大会発表論文集，pp. １-4. 

 

（シンポジウム・ワークショップ等） 

１．比治山太郎 ○○〇に関する研究の最先端 ○○学会第〇回大会 シンポジウム：（テーマ） △△大学：○○

市 ○○〇〇年〇月 ○○学会大会第〇回発表論文集，pp. 7-8. 

 

（一般発表） 

１．比治山太郎・ ○○〇に関する研究 第〇回○○学会大会 △△大学：○○市 ○○〇〇年〇月 第〇回

○○学会大会発表論文集，p. 41. 

２．Amazu, K., & Hijiyama, T. Effects of xxxxxx on xxxxxxxx.  University of xxxxxx: Los Angeles, May 2017. Journal of Xxxxx, 

24(Supplement), 135. 

 

【発表作品・演奏等】 

※芸術等の分野については，制作者名，作品名・演奏題目，公開場所・時期等がわかるように概要を記載してください。 

 

（審査付き展覧会・リサイタル，コンクールでの受賞等） 

１．○○会主催の△△展に「（作品名）」が採択され○○○〇年〇月〇日から 3 日間，△県立美術館で展示され

た。 

２．○○○〇年〇月〇日に○○県○○市○○文化センターで開催された○○コンクールに参加し，演奏した「（曲

名）」が優秀賞に選ばれた。 

３．○○県○○市が○○〇年〇月に実施した△△公園の設計公募において，○○と共同で作成した提案が採用さ

れた。 

 

（その他） 

１．○○○〇年〇月〇日～〇日に，△県△市△ホールにおいて個展を開催し，単独制作した○○などの作品〇点，

○○との共同制作による○○などの作品〇点を展示した。 

２．○○○〇年〇月〇日に，△県△市△ホールにおいて個人リサイタルを開催し，○○，○○，○○など 5曲を演奏

した。 

 

【実務上の実績】 

※専門分野又は担当予定の授業科目に関連する実務経験（研究開発の担当実績，各種審議会・行政委員会等の委員，行政

機関における調査官等，研究会・ワークショップ等での報告や事例発表，調査研究・留学・海外事情調査等）について，

従事した期間，職務内容等を記載してください。「Ⅳ 社会連携・国際連携の実績」との重複も可。 

※関連する報告書，手引書，マニュアル，雑誌等があれば併せて記載してください。 
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１．△△の研究開発 ○○株式会社 ○○○○年〇月～○○○○年〇月 ○○○○○○…（概要を簡潔に） 

２．△△審議会委員 ○○省 ○○○○年〇月～○○○○年〇月 ○○○○○○…（概要） 

 

Ⅳ 社会連携・国際連携の実績 

※国内外の大学や企業，行政との共同事業（共同研究を含む）への従事，自治体や公的団体との連携若しくは依頼による

研究，文化振興等の活動への従事，各種講座（社会人向け講座等）や研修会（校内研修会等）の講師，高大連携事業へ

の従事等，過去 10 年分の社会連携・国際連携の実績について，従事した期間，職務内容等を新しい順に記載してくだ

さい。 

 

○○コンソーシアムの運営委員 ○○○〇年〇月～○○○〇年〇月 ○○○○○○…（概要を簡潔に） 

○○主催の△△向け公開講座講師 ○○○〇年〇月～○○○〇年〇月 ○○○○○○…（概要） 

 

Ⅴ 管理運営への参画状況 

※教育機関における役職や委員の実績，部署内や業務プロジェクトのリーダー等，組織の管理運営に関わった実績につい

て，新しい順に記載してください。 

 

○○大学△△学部 教務委員長 ○○○○年４月～○○○○年 3 月 

○○株式会社 △△研究開発プロジェクトリーダー ○○○○年〇月～○○○○年〇月 ○○○○○○…（概

要を簡潔に） 

○○市役所△△課 課長 ○○○○年４月～○○○○年 3 月  

 

Ⅵ 外部資金の獲得状況 

※科学研究費補助金，委託研究，自治体・企業等との共同研究，各種事業に係る予算等の獲得状況について，過去 10 年

分を新しい順に記載してください。 

 

（外部資金名）   （課題名）   （期間）   （代表・分担の別）  （獲得総額） 

科学研究費補助金（若手 B） 「○○に関する研究」 2021 年～2023 年 分担 400 万円 

○○財団 助成金 「○○開発プロジェクト」 2019 年 代表 120 万円 

 

 Ⅶ その他（教員資格審査，特許・実用新案等） 

※過去の課程認定委員会における教員審査で，単独担当で「可」と判断されたことがあれば，該当審査の審査年，大学，

職名及び担当授業科目名を記載してください。 

 

○○○○年 ○○大学・准教授 「○○科教育方法論」 

 

※特許・実用新案等があれば，内容や取得年月等について記載してください。 

 

〇〇システム 登録番号 特許△△号 ○○○○年〇月 ○○○○○○…（概要を簡潔に） 

 

※その他，特記事項があれば記載してください。 

 


